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1. はじめに 

 近年，優れた工学系人材の育成には大きな期

待や要請が高まっている[1]．国の産業発展を支

える工学系教育の改革の中で，中期的人材育成

の一つとして PBL(Project Based Learning)の取

り組みが挙げられる．教育現場における PBLの導

入は様々な学習効果が得られている[2].しかし，

PBL 学習者のプロジェクト管理の知識や経験不足

による，作業の漏れやスケジュールの遅延で学

習機会の損失が課題として挙げられる．PBL の学

習効果を向上するためには，プロジェクトにお

ける成果物や作業の定義を適切に行う必要があ

る．これらのプロジェクト管理を支える知識体

系として PMBOK(Project Management Body Of Kn

owledge)ガイドがある[3]．PMBOK ガイドに記述

されている WBS(Work Breakdown Structure)を活

用することによって，適切にコストやスケジュ

ールの見積もりなどを行える．しかし，知識や

経験が少ない PBL学習者がプロジェクトで運用で

きる WBS を作成することは困難である． 

 従来研究では，PBL 教育者が WBS の作成を支援

し学習者が WBSの概念を活用した成果物依存関係

表を利用することで WBSを運用することを可能に

し，PBL の学習効果を高めたことが報告されてい

る[4][5].しかし，教育者による指導や事前学習

の必要性が問題点として示唆されている． 

 

2. 研究目的 

 本研究の目的は，PBL 学習者が主体的に知識や

経験を習得・活用しながら，PBL を通してプロジ

ェクト管理能力を向上する機会を獲得すること

である．目的を実現するために，プロジェクト

管理を改善できるような WBSの作成支援システム

の提案する． 

 

3. WBS 作成における課題の抽出 

 PBL 学習者が WBS を作成する上で発生する具体 

 

 

 

 

 

的な課題を抽出するために予備実験を行った．

予備実験は公立はこだて未来大学の学部 2 年 97

名を被験者として実施した．予備実験ではソフ

トウェア開発を想定したプロジェクトの WBSの作

成とアンケートを実施した．被験者が作成した W

BS は書籍を参考に作成した WBS と表１に示すル

ーブリックで評価した[6]．ルーブリックは PMBO

K を参考に作成し，WBS に記述される成果物やワ

ークパッケージの具体性や網羅性を基準に評価

した． 

 

表 1．予備実験における評価用ルーブリック 

 
 

 予備実験の結果は，表 2に示すように多くの被

験者がいずれの項目も 1点未満であった．被験者

の作る WBSは成果物とワークパッケージどちらの

観点からも具体性・網羅性に欠ける WBSが記述さ

れていることが明らかとなった．これらの問題

点が発生する原因をアンケートから調査した．

「WBS を作成する上で困ったことを記入してくだ

さい」というアンケート項目に対して 

• 実際にプロジェクトを行ったことがないので，

作業を書き出すことが難しかった 

• 知識不足なので言葉の意味を調べるのに時間

がかかった 

など，プロジェクトのプロセスをイメージでき

なかったり，WBS を記述するための知識が不足し

ていることが原因と考えられる回答が半分以上

を占めた． 
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表 2. ルーブリック評価の人数内訳(単位：人） 

 
 

 予備実験の結果から，PBL 学習者が WBS を作成

する上で，PBL におけるソフトウェア開発のプロ

セスや，成果発表・報告書などのイベントを実

施するプロセスがイメージできず，網羅性や具

体性のある WBSを作成できないことが課題である

ことが判明した． 

 

4. 課題解決アプローチ 

 PBL 学習者がソフトウェア開発プロセスのイメ

ージができていないという課題に対して，ソフ

トウェア開発の成果物とプロセスに基づいた雛

形を作成する．また，成果発表や報告書作成な

どの PBL特有のイベントとその実施プロセスのイ

メージを明確にする為にイベント実施のプロセ

スも雛形として作成する．雛形を活用した WBSを

作成するシステムを活用することで，ソフトウ

ェア開発や PBL特有のイベントのプロセスをイメ

ージしながらプロジェクト管理の改善が行える W

BS の作成を目指す． 

 

5. 提案システムと実験 

 4 章の解決アプローチに基づく提案システムの

概要を図 1に示す．提案システムで WBSの雛形を

表示し，PBL 学習者がシステムを基に WBS を編

集・作成することによって，PBL のプロセスをイ

メージした WBS を作成する． 

 
図 1.提案システム概要 

 

 提案システムでは，PBL 学習者がソフトウェア

開発のプロセスや，成果発表・報告書などを実

施するプロセスを容易にイメージできる雛形を

表示する．ソフトウェア開発プロセスの雛形の

例を図 2 に示す．雛形は PMBOK や書籍，PBL のシ

ラバスなどを基に作成した[3][6]． 

 提案システムの有効性を評価する実験を実施し

た．被験者は公立はこだて未来大学の学部 2 年 6

として，実験では PBLの流れを想定したケース問

題に対して WBSやスケジュール表，リスク登録簿

を作成した．作成した成果物とアンケートを基

にソフトウェア開発や成果発表や報告書のイベ

ントを実施するプロセスのイメージを持つこと

ができているかを調査した． 

 実験のアンケートでは「プロジェクトのプロ

セス（工程）をイメージすることができた」と

いうアンケート項目に対して，システム利用者

全員が「イメージできた」と回答した 

 
図 2. ソフトウェア開発における雛形の例 

 

6. おわりに 

 本研究では，PBL におけるプロジェクト管理改

善を目的とした．この目的を達成するために，P

BL 学習者が具体的なプロジェクトのプロセスを

イメージしながら WBSを作成可能な作成支援シス

テムを提案し，実験により有効性を確認した． 

 提案システムを活用することで PBLのプロセス

をイメージしながら WBSを作成することができた．

 今後は実際の PBLに適用したシステムの構築と

運用および評価を目指す． 
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